
和歌山城から始めよう！「みんなにやさしい和歌山をつくる会」  第 10 回 

                                 （敬称略）  記録 川島 

日 時 平成 24 年 9 月 7 日(金) 18:30～20:00 

場 所 和歌山市 NPO・ボランティアサロン（寄合町） 

参加メンバー 

（敬称略・順不同） 

笹尾恭子 橋本雅史 筒井和男 湯川和俊 山本智子 平原佳和 川島寛子                    

第 10 回から参加の方 

 田中 恵美（NPO 法人トレス スタッフ） 

前岡 妙子（綿貫整形外科勤務）  

吉田 伸一（西庄園勤務）                    計 10 名 

議 案 

1 表坂から天守閣前広場までの仮設スロープ設置についての提案とその理由                  

2 お金の管理についての報告と提案 

3 会としてのこれからのスケジュール 

4 地元力財団設立協力について意見交換 

 進行 橋本（順序は若干異なっています） 

【議案 1 について】 表坂から天守閣前広場までの仮設スロープ設置についての提案とその理由  

 

     ①提案内容 

設立会では橋本副代表よりスロープの場所・形態をわかりやすく提案いただく。現在スロープの設

置可能な場所として新裏坂が第一候補としてあがっている。（大正時代に造られた階段であるので史

跡扱いになっていない。）しかし可能性があるといっても自由に使えるスロープを設置することは文

化庁の許可の点、予算の面でも時間がかかることが予想される。このスロープを目標としつつ、会と

してできるところからバリアフリーを実現させていきたい。私たちは鶴の渓や山吹渓（紅葉渓庭園南

出入り口前付近）の階段のスロープの実現から考えてきたが、以下の理由でまず表坂から天守閣広場

前までの各石段に設置可能なスロープを考えることを提案し、可能性を進めるために見積もりをとる

ことも提案する。（スロープは仮設タイプで考える。現在設置されている仮設スロープも景観を考え

たデザインにしたい。ただ、現在の仮設スロープについては自由に開放する許可は傾斜角度から市よ

りおりる予定はない。この箇所のみ忍者のサポート付きがこの仮設スローﾌﾟを使用する条件となる。） 

②提案理由 

歩行困難な方を天守閣前広場まで車椅子でご案内する「忍者と一緒に和歌山城！」の継続を考え

る動きがある。継続された場合でもそうでない場合でも、車椅子だけでなくベビーカーや杖を使用

する場合等、少しでも自由に昇降できるスロープの箇所を増やすべきである。新裏坂にスロープが

完成されたとしても表坂にもバリアフリーを構築し周遊できるようにすることが望ましいのでは

ないか。私たちは「誰でも自由に使えるスローﾌﾟ」の設置として表坂は除外してきたが、まずは「お

互い助け合って使うスロープ」を表坂に構築していくことも大切であり可能性も高いのではないか。 

 

【議案 2 について】 お金の管理についての提案 

 

（通帳・通帳のハンコ・キャッシュカードの管理について以下を会にて提案、会計士の水城様に依頼中） 

     通帳 →事務局で管理。会費などの入金に使用。 

     通帳のハンコとキャッシュカード →水城会計事務所にて管理いただく。 

     事務局経費 →2 万円程度を事務局で預かる。無くなったら水城会計事務所にて領収書と現金の照

合確認をお願いし補充してもらう。 

     



【議案 3 について】 会としてのこれからのスケジュール 

 

     会として表坂に設置可能なスロープの見積もりを取る→橋本担当 

     市の動きを聞く→川島担当 

     （案としてでたもの） 

     2 ヶ月に 1 回程度 9 月 1 日に行ったような勉強会を開催していく。→水島先生他に講師を依頼 

     参加費は正会員無料、賛助会員や非会員は有料（金額は未定）にする。 

 

【議案 4 について】 地元力財団設立協力について意見交換 

     

     「地元力財団」の設立協力者として会がなるかどうかについて以下の意見がでる。 

     （正会員の川口さん、筒井さん、湯川さんが準備委員として参加している） 

● 会の会費から協力金を出すことは出席者全員が反対。 

● 協力したいメンバーがお金を出し合い、会として協力者になるのはどうか？ 

● 財団の趣旨やどういう使い道があるのかよくわからない 

● 財団としてお金の流れを明瞭にしてほしい。そういう財団でなければ協力したくない。 

● これから会として寄付を募っていくことが考えられるし協力してもいいのでは？ 

 

次回の定例会で結論を出そうということになっています。 

欠席の方はこの ML にてご意見をお聞かせください。 

財団設立の経緯説明を筒井さんが送ってきてくれていますので添付します。 

 

                    報   告 

 

9 月 1 日（土曜日）9：30～ 新裏坂にて集合 参加者 17 名 

「和歌山城勉強会 第 1 回」が行われました。 

水島大二先生に教えていただきながら和歌山城を歩いたのですが、敵から守るための石垣の 

形や、昔の和歌山城の配置（今歩いているところは昔はお堀だったなど）など知らないこと 

ばかりでした。もっと水島先生のお話を聞きたいという参加者の声が多数ありました。 

先生からも「お城のことならいつでも」と嬉しい言葉をいただいています。 

 

                 12：00～ まつやにて  参加者 13 名 

        初めての懇親会が行われました。これからも行こうということになりました。 

 

 

 次回定例会は 10 月 5 日（金）NPO ボランティアサロン（寄合町）18：30～です 

 

 

理事の皆様には上記内容の承認をお願いいたします。 

 

 


